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東
日
本
大
震
災
か
ら
す
で

に
１
年
を
迎
え
る
。
し
か
し

復
興
への
道
の
り
は
、
ま
だ
ま

だ
険
し
い
。
龍
谷
大
学
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
建
学
の
精
神
の
も
と

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

を
行
って
き
た
。

　
校
友
会
で
は
被
災
地
の
校

友
を
想
い
、
見
舞
品
と
し
て
、

経
済
学
部
の
伊
達
浩
憲
教
授

の
ゼ
ミ
生
が
企
画
栽
培
か
ら

製
茶
、
販
売
ま
で
手
が
け
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
宇
治
茶
（
抹
茶

入
り
煎
茶
）「
雫し

ず
く

」
を
、
2

月
に
東
北
3
県
在
住
の
校
友

や
学
生
の
自
宅
に
送
付
し
た
。

販
売
元
は
本
願
寺
の
藪
内
流

家
元
御
用
達
の
㈱
美
好
園
。

ま
た
、
お
茶
と
共
に
東
北
で

の
支
援
の
催
し
の
時
期
や
企

画
案
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
同
封
し
、
校
友
会
と

し
て
の
今
後
の
復
興
支
援
の

あ
り
方
を
見
定
め
て
い
く
。

ま
た
３
月
４
日
に
は
、
大
学

が
中
心
と
な
っ
て
宮
城
県
南

三
陸
町
で
、
龍
谷
大
学
の
吹

奏
楽
部
と
地
元
中
学
校
と
で

演
奏
会
を
開
催
し
た
。

　
昨
年
か
ら
続
く
復
興
支
援

活
動
で
は
、
龍
大
生
た
ち
の

動
き
に
目
を
見
張
る
。
大
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
、
５

回
に
わ
た
っ
て
バ
ス
で
宮
城
県

石
巻
市
な
ど
に
向
か
い
、
瓦

礫
処
理
な
ど
に
た
ず
さ
わ
って

き
た
。
こ
の
他
に
も
京
都
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
加
わ
り
、
避
難
所
の
環
境

を
調
査
し
た
学
生
た
ち
、
現

地
に
は
行
か
ず
、
３
キ
ャ
ン
パ

ス
で
福
島
県
の
物
産
品
を
販

売
し
た
り
、
京
都
に
避
難
し

て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

東北へ贈られた龍大生の宇治茶「雫」とボランティアに
参加した学生たちからの多数のメッセージ

宇治茶を贈るなど支援
大震災の東北３県在住の校友らに

復
興
願
い
卒
業
生
や

学
生
も
多
様
な
活
動

校
友
会

「
東
北
子
ど
も
会
」
を
立
ち

上
げ
て
支
援
活
動
を
続
け
て

い
る
学
生
た
ち
。
頼
も
し
い

限
り
だ
。

　
一方
、
校
友
会
や
各
地
の
卒

自
作
の
歌
で
は
げ
ま
す

地
道
な
活
動
を
継
続

業
生
も
素
早
く
動
い
た
。
昨

年
３
月
の
同
窓
会
入
会
歓
迎

会
で
は
義
援
金
435
万
円
が
集

ま
り
、
震
災
直
後
に
被
災
地

に
入
っ
て
支
援
を
続
け
る
校

友
や
、
被
災
し
な
が
ら
現
地

に
留
ま
っ
て
活
動
す
る
校
友
。

　
95
年
（
平
成
７
）
の
阪
神

淡
路
大
震
災
時
に
は
校
友
会

と
大
学
、
親
和
会
（
保
護
者

会
）
が
力
を
合
わ
せ
、
９
月

に
神
戸
ベ
イ
シェラ
ト
ン
ホ
テ
ル

で
激
励
会
を
開
き
、
約

１
２
０
０
人
の
被
災
地
校
友

や
家
族
が
集
っ
た
。
今
回
の

腕
輪
念
珠
作
り
や
、
自
作
の

歌
で
復
興
支
援
を
す
る
、
や

な
せ 

な
な
さ
ん（
99
年
文
卒
）

や
三
浦
明
利
さ
ん
（
11
年
文

院
了
）
な
ど
、
そ
の
活
動
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。（
５

面
に
関
連
記
事
）

大
震
災
の
復
興
は
長
期
に
わ

た
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

校
友
会
も
今
後
、
長
く
地
道

な
復
興
支
援
を
継
続
す
る
事

が
大
切
だ
と
考
え
る
。

最新情報をお知らせ下さい

　皆様の最新情報（新しい住所・
勤務先、改姓など）をお知らせ下
さい。また、ご友人でこの会報が
届いていない方にも、その旨お知
らせ下さい。

ご通知は下記のいずれかで
①FAX=（075）645-2017（本会報
送付宛名用紙をご利用下さい）
②https://www.ryukoku.ac.jp/koyu_form/
③e-mail＝koyu@ad.ryukoku.ac.jp
④郵送＝本会報送付宛名用紙の「郵
便はがき」をご利用下さい

　
文
学
部
の
臨
床
心
理
学
科

が
４
月
１
日
か
ら
開
設
さ
れ

る
。
１
月
の
一
般
入
試
Ａ
日
程

で
は
24
人
募
集
に
対
し
て
817

人
が
、
Ｂ
日
程
で
は
21
人
に
対

し
462
人
が
受
験
す
る
な
ど
、
予

想
を
こ
え
る
受
験
生
が
志
望

し
た
。
募
集
定
員
は
92
人
だ
が
、

志
願
者
は
す
で
に
２
３
６
７

人
に
達
し
て
い
る
。
人
間
関
係

が
複
雑
化
す
る
今
日
、
臨
床
心

理
学
に
も
と
づ
く
対

人
援
助
教
育
に
多
く

の
高
校
生
の
注
目
が

集
ま
っ
た
証
拠
だ
と

言
え
よ
う
。
大
学
院

に
進
め
ば
臨
床
心
理

士
の
受
験
資
格
を
得

ら
れ
る
の
も
魅
力
の

ひ
と
つ
。

　
ま
た
文
学
部
で
は
従
来
の

「
史
学
科
」
が
「
歴
史
学
科
」

に
改
め
ら
れ
、
前
年
比
を
大
幅

に
上
回
る
受
験
生
が
集
ま
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
龍
谷
大
学
の

既
存
学
部
、
学
科
は
時
代
の
ニ

ー
ズ
を
先
取
り
し
、
過
去
に
安

住
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に

改
変
し
て
い
く
こ
と
が
切
に

望
ま
れ
る
。

　
２
０
１
１
年
度
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
の
11
月
６
日
、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
顕
真
館
で

戦
没
者
追
悼
法
要
が
つ
と
め

ら
れ
た
。
こ
の
法
要
に
は
、

全
国
各
地
の
戦
没
者
遺
族
を

は
じ
め
、
校
友
や
名
簿
作
成

協
力
者
な
ど
約
250
人
が
参
拝

し
た
。
ま
た
、
龍
谷
大
学
創

立
370
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
『
龍
谷
大
学
戦
没
者

名
簿
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

日
野
照
正
さ
ん（
44
年
文
卒
）

が
03
年
（
平
成
15
）
に
発
表

し
た
論
文
「
検
証
・
龍
谷
大

学
の
学
徒
出
陣
」
だ
。
自
ら

学
徒
出
陣
し
た
日
野
さ
ん

は
、
戦
地
で
亡
く
な
っ
た
龍

大
生
の
記
録
を
残
す
た
め
、

３
年
に
わ
た
っ
て
調
査
。
さ

ら
に
08
年
に
急
逝
さ
れ
た
平

野
孝
法
学
部
教
授
が
学
徒
出

陣
調
査
を
行
っ
た
。
こ
う
し

た
経
緯
を
経
て
上
梓
さ
れ
た

の
が
、
平
和
の
精
神
を
学
ぶ

た
め
の
『
龍
谷
大
学
戦
没
者

名
簿
』
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
卒
業
生
・
在
学
生

な
ど
301
人
を
紹
介
す
る
と
共

に
、
10
月
28
日
か
ら
11
月
６

日
ま
で
展
観
「
戦
争
と
龍
谷

大
学
」
を
開
き
、
600
人
あ
ま

り
の
来
場
者
が
戦
前
・
戦
中

期
の
大
学
ア
ル
バ
ム
、
教
科

書
、
授
業
ノ
ー
ト
、
日
記
な

ど
の
遺
品
と
資
料
展
示
に
見

入
っ
た
。

　
な
お
、
龍
谷
大
学
で
は
、

引
き
続
き
当
時
の
大
学
生
活

が
偲
ば
れ
る
遺
品
や
資
料
を

蒐
集
中
。

龍谷大学戦没者名簿
在学生も協力      301人を紹介

刊
行
さ
れ
た
『
龍
谷
大
学
戦
没
者
名
簿
』

念
願
の
発
刊

追悼法要に遺族ら250人参加

25
倍
を
超
え
る
志
願
者

４
月
開
設
の
臨
床
心
理
学
科

　
第
２
回
目
と
な
る
「
龍
谷

大
学
経
営
者
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
が
昨
年
の
10
月

28
日
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト

ン
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。
72

人
の
校
友
経
営
者
と
大
学
・

校
友
会
ス
タ
ッ
フ
あ
わ
せ
て

105
人
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
ま
ず
赤
松
徹
眞
学
長
が

龍
谷
大
学
第
５
次
長
期
計

画
の
、
あ
る
べ
き
「
龍
谷

２
０
２
０
」構
想
を
説
明
し
、

卒
業
生
と
の
連
携
強
化
を
訴

え
、
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
よ
っ
て
こ
そ
、
今
後

の
龍
谷
大
学
の
発
展
が
あ
る

と
述
べ
た
。
こ
の
赤
松
学
長

の
発
言
は
、
校
友
会
が
こ
れ

ま
で
大
学
に
伝
え
て
き
た
こ

と
と
重
な
る
。
龍
谷
大
学
が

総
合
大
学
化
し
て
、
昨
年
で

50
年
を
超
え
た
。
卒
業
生
は

15
万
５
千
人
。
校
友
が
ト
ッ

プ
に
立
つ
企
業
・
団
体
は
約

１
千
社
。
こ
の
存
在
は
、
母

校
に
対
す
る
強
力
な
応
援
団

で
あ
る
。

　
た
だ
一
方
で
は
、
折
か
ら

の
経
済
不
況
、
超
円
高
に
よ

っ
て
就
職
氷
河
期
か
ら
の
脱

出
の
め
ど
は
立
た
ず
、
学
生

た
ち
は
必
死
な
思
い
で
就
職

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
、
校
友
会
は
、
各
地
の
校

友
の
集
い
で
後
輩
学
生
た
ち

を
、
自
ら
経
営
・
勤
務
し
て

い
る
会
社
で
採
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
社
会
に
出
て

「
さ
す
が
に
龍
大
出
身
」
と

評
価
さ
れ
る
学
生
を
、
大
学

は
育
て
送
り
出
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ブ
ラ

ン
ド
力
の
よ
り
一
層
の
向
上
が

必
要
で
あ
る
。
第
５
次
長
期

計
画
で
は
、
教
育
と
研
究
の

充
実
が
最
大
の
目
標
だ
と
表

明
さ
れ
て
い
る
。
校
友
会
も

後
輩
学
生
の
就
職
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、

校
友
会
支
部
の
な
い
地
域
で

支
部
設
立
を
進
め
裾
野
を
拡

大
し
て
ゆ
く
こ
と
が
が
急
務

だ
。
今
年
２
月
に
鳥
取
県
支

部
が
誕
生
し
た
。
関
東
を
は

じ
め
、
復
興
が
間
近
に
な
っ

た
時
期
に
は
、
東
北
で
の
支

部
設
立
が
望
ま
れ
る
。
た
だ

地
域
で
卒
業
生
が
集
う
だ
け

で
は
な
く
、
互
い
に
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
、
生
き
る
力

を
育
み
、
互
い
に
高
め
あ
う

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
全
国
的
な
卒
業
生
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
発
展
は

龍
谷
大
学
、
校
友
会
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
テ
ー
マ
で
も

あ
る
。

  

強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
三
村
峯
男
校
友
会
会
長

経
営
者
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

被
災
地
で
瓦
礫
を
撤
去
す
る

龍
大
生
（
写
真
提
供
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー
）
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11
月
６
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
顕
真

館
で
校
友
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
日
は
初
の
戦
没
者

追
悼
法
要
（
１
面
に
記
事
）

や
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
周

年
記
念
式
典
な
ど
、
大
き
な

行
事
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
校
友
総
会
は
通
常
よ
り

30
分
遅
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
三
村
峯
男
校
友
会
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
町
田
徳
男

校
友
会
総
務
部
会
長
に
よ
っ

て
２
０
１
０
年
度
の
事
業
、

決
算
報
告
、
大
西
耕
太
郎
監

事
に
よ
る
監
査
報
告
。
続
い

て
２
０
１
１
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　
質
疑
応
答
に
入
り
、
一
般

の
校
友
が
大
学
に
想
い
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
設

定
に
つ
い
て
や
、
国
際
文
化

学
部
の
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
移

転
へ
の
質
問
が
出
た
が
、
こ

の
日
は
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
話
が
中
心
と
な
っ
た
。

龍
谷
大
学
校
友
会
は
今
後
ど

の
よ
う
な
支
援
活
動
を
す
る

予
定
か
、
卒
業
生
と
し
て
い

っ
た
い
何
が
で
き
る
の
か

と
、
参
加
校
友
と
校
友
会
本

部
ス
タ
ッ
フ
が
互
い
に
意
見

交
換
を
し
た
。

（
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
１

面
参
照
）

　
２
０
１
１
年
に
開
設
50
周

年
を
迎
え
た
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
11
月
６
日
、
校
友
会

と
大
学
・
親
和
会
（
保
護
者

会
）
に
よ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
・
デ
ー
と
、
第
89
回
目
と

な
る
龍
谷
祭
（
学
園
祭
）
で
、

多
数
の
卒
業
生
や
学
生
で
賑

わ
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

で
と
く
に
盛
況
だ
っ
た
の
が

紫
英
館
６
階
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
の
歓
談
。

卒
業
後
20
年
以
上
の
校
友

が
、
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ス
の
仲
間

や
先
生
方
と
再
会
し
た
り
、

校
友
会
地
域
支
部
の
メ
ン
バ

ー
が
相
集
っ
て
の
明
る
い
声

が
ル
ー
ム
内
に
響
き
わ
た
っ

た
。

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
No.
１
と

言
え
ば
、
龍
谷
賞
贈
呈
式
の

あ
と
顕
真
館
で
開
催
さ
れ
る

吹
奏
楽
部
と
バ
ト
ン
・
チ
ア

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
ラ
イ
ブ

で
あ
る
。
全
国
の
大
学
で
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
と
バ
ト

ン
・
チ
ア
の
溌
剌
と
し
た
演

技
に
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら

れ
る
。

　
次
に
校
友
会
員
と
親
和
会

に
限
定
し
た
「
西
本
願
寺
書

院
・
飛
雲
閣
見
学
ツ
ア
ー
」

（
昨
年
は
14
時
に
バ
ス
で
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
発
）
も

好
評
だ
。
た
だ
先
着
50
人
に

限
ら
れ
る
の
で
、
早
め
の
申

し
込
み
が
必
要
。

　
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
の

南
側
21
号
館
前
で
受
付
と
共

に
配
布
さ
れ
る
学
生
模
擬
店

利
用
券
（
千
円
分
）。
学
生

に
よ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

を
口
に
す
る
の
も
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
の
“
目

玉
”
の
ひ
と
つ
。
法
学
部

の
全
卒
業
生
対
象
の
合
同
同

窓
会
「
リ
ユ
ニ
オ
ン
」
は
、

今
年
度
も
17
時
か
ら
開
催
さ

れ
た
。

　
な
お
、
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

は
、
例
年
通
り
一
週
間
早
い

10
月
29
日
の
土
曜
日
に
開
催

さ
れ
た
。

　
第
27
回
校
友
会
全
国
支
部

長
会
が
11
年
11
月
５
日
、
京

都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

で
開
催
さ
れ
た
。
＝
写
真
＝

国
内
の
地
域
支
部
、
海
外
支

部
、
職
域
支
部
、
校
友
会
本

部
役
員
、
大
学
か
ら
は
赤
松

徹
眞
学
長
、
佐
藤
研
司
・
池

田
勉
両
副
学
長
ら
の
べ
85
人

が
参
加
し
て
、
午
後
１
時
か

ら
約
５
時
間
に
わ
た
っ
て
校

友
会
活
動
や
大
学
の
動
向
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

　
ま
ず
三
村
校
友
会
長
と
赤

松
学
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
佐

藤
副
学
長
が
大
学
の
近
況
を

報
告
。
２
０
１
０
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
龍
谷
大
学
第
５

次
長
期
計
画
の
概
要
説
明
を

中
心
に
、
国
際
文
化
学
部
の

深
草
移
転
計
画
と
、
そ
れ
に

伴
う
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

新
学
部
構
想
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

　
次
に
昨
年
９
月
に
設
立
さ

れ
た
石
川
県
支
部
と
福
井
県

支
部
の
代
表
が
設
立
の
経
緯

な
ど
を
報
告
し
、（
３
面
に

記
事
）、
校
友
会
支
部
活
性

化
に
向
け
て
の
報
告
を
大

阪
・
中
央
、
大
阪
・
北
大
阪
、

神
奈
川
県
及
び
海
南
・
有
田

の
４
支
部
が
行
っ
た
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
支
部
で

は
、
ハ
ワ
イ
支
部
と
の
交
流

会
を
企
画
し
、
他
地
域
の
校

友
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。（
詳
細
は
７
面
）

　
そ
の
後
、
校
友
会
の
11
年

度
基
本
方
針
や
広
報
・
総
務
・

事
業
部
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
と
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
全
国
支
部
長
会
の
幕

を
閉
じ
た
。

新
学
部
構
想
に
注
目
第
27
回
全
国

支
部
長
会

贈呈式で右から鍵井さん、清水さん夫妻、佐々木さんとご家族

清
水
保
孝
（
し
み
ず
・
や
す

た
か
）
さ
ん
　
70
年
（
昭

45
）
文
学
部
史
学
科
卒
。
京

都
市
東
山
区
在
住
。陶
芸
家
。

父
の
卯
一
氏
（
人
間
国
宝
・

故
人
）
の
指
導
の
も
と
、
現

代
感
覚
の
優
れ
た
作
品
を
発

表
し
、
91
年
に
第
２
回
龍
谷

奨
励
賞
、
09
年
に
は
日
本
工

芸
会
賞
を
受
賞
。
現
在
、
公

益
社
団
法
人
日
本
工
芸
会
近

畿
支
部
幹
事
長
と
し
て
も
活

躍
中
。
11
年
３
月
「
京
都
府

指
定
無
形
文
化
財
」
保
持
者

に
認
定
さ
れ
る
。
氏
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
亀
遊
文
を

用
い
、
三
彩
釉
・
鉄
釉
白
掛

分
け
・
鉄
釉
、
そ
し
て
近
年

は
色
絵
も
手
が
け
る
。

鍵
井
靖
章
（
か
ぎ
い
・
や
す

あ
き
）
さ
ん
　
93
年
（
平
５
）

法
学
部
法
律
学
科
卒
。
神
奈

川
県
鎌
倉
市
在
住
。
水
中
写

真
撮
影
家
。
大
学
在
学
中
か

ら
水
中
写
真
家
の
伊
藤
勝

敏
氏
に
師
事
す
る
。
月
間
ダ

イ
バ
ー
な
ど
の
専
門
誌
・
週

刊
誌
な
ど
の
取
材
活
動
と

写
真
家
の
共
同
ウ
ェ
ブ
マ

ガ
ジ
ン
「W

EB-LU
E

」
に

参
加
。
06
年
８
月
「
情
熱
大

陸
」
等
で
T
V
・
ラ
ジ
オ

な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
情
報
を
発
信
。
世
界
中

の
海
洋
の
神
秘
と
表
現
さ

れ
る
水
中
撮
影
を
行
う
。
写

真
集
に
『
海
色
え
ん
ぴ
つ
』

（
P
H
P
研
究
所
）、『D

eep 
Blue

』（
欧
米
な
ど
で
出
版
）

な
ど
。

佐
々
木
法
水
（
さ
さ
き
・
ほ

う
す
い
）
さ
ん
　
68
年
（
昭

43
）
文
学
部
国
文
学
科
卒
。

熊
本
県
熊
本
市
在
住
。
柔
道

指
導
者
。
在
学
中
は
柔
道
部

に
所
属
し
、
卒
業
後
京
都
府

警
に
勤
務
し
な
が
ら
青
年
海

外
協
力
隊
員
と
し
て
ザ
ン
ビ

ア
の
警
察
官
に
柔
道
を
指
導

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
36
年
間
ジ
ン
バ
ブ
エ
共

和
国
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
監
督
を
つ
と
め
る
。
ま
た

文
化
交
流
と
友
好
親
善
に
貢

献
。
10
年
11
月
、
66
歳
で
講

道
館
８
段
に
列
せ
ら
れ
る
。

贈
呈
さ
れ
た
。
兵
庫
県
出
身

の
鍵
井
さ
ん
は
93
年
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
モ
ル
ジ
ブ
に

拠
点
を
移
し
、
98
年
に
水
中

写
真
家
と
し
て
独
立
。昨
年
、

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
ユ

ニ
セ
フ
東
日
本
大
震
災
報
告

写
真
展
に
出
品
。

　
ま
た
、
龍
谷
特
別
賞
に
柔

道
指
導
者
の
佐
々
木
法
水
さ

ん
（
68
年
文
卒
）
が
選
ば
れ

た
。
佐
々
木
さ
ん
は
ア
フ
リ

カ
南
部
の
ジ
ン
バ
ブ
エ
共
和

国
の
柔
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
を
36
年
間
に
わ
た
っ
て
指

導
し
、
文
化
交
流
に
貢
献
。

全
日
本
柔
道
連
盟
国
際
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

一
昨
年
、
66
歳
で
講
道
館
８

段
に
。

  《 

受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト 

》

清
水
保
孝
さ
ん

　
私
は
今
、

陶
芸
の
道
を
志
し
て
40
年
を

経
過
し
、
65
歳
（
昨
年
）
で

す
。
し
か
し
、
焼
物
の
道
に

定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
生
、

こ
の
焼
物
の
道
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
く
所
存
で
す
。

鍵
井
靖
章
さ
ん

　
在
学
中
に

水
中
写
真
家
を
志
し
て
卒
業

後
20
年
た
っ
た
僕
を
、
大
学

が
こ
の
よ
う
に
認
め
て
下
さ

っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
僕
の
作
品
を
見
て
下

さ
い
。

佐
々
木
法
水
さ
ん

　
た
か
だ

か
40
年
ほ
ど
ア
フ
リ
カ
で
柔

道
指
導
し
た
だ
け
な
の
に
、

特
別
賞
を
い
た
だ
き
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。

　
龍
大
の
柔
道
部
は
段
々
強

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
後
輩

た
ち
の
活
躍
ぶ
り
が
楽
し
み

で
す
。

龍谷賞
陶芸家の清水さん

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
の
歓
談

地
域
支
部
か
ら
の
参
加
も
目
立
っ
た

学
生
の
模
擬
店
で
に
ぎ
わ
う
キ
ャ
ン
パ

ス
。
親
子
連
れ
の
姿
も

東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
へ
意
見

                        

11
年
度
校
友
総
会

校友と再会 先生と歓談 '11
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
22
回
目
を
迎
え
た
龍
谷
賞

の
贈
呈
式
が
、
昨
秋
11
月
６

日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ

ー
に
合
わ
せ
、
顕
真
館
で
正

午
か
ら
開
か
れ
た
。
今
年
度

の
龍
谷
賞
は
、
陶
芸
歴
40
年

の
清
水
保
孝
さ
ん
（
70
年
文

卒
）
に
贈
呈
。
99
年
に
は

「
鉄て

つ

釉ゆ
う

亀き

遊ゆ
う
も
ん文

掛か
け
わ
け
へ
ん
こ

分
扁
壺
」

が
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に

所
蔵
さ
れ
、
09
年
に
「
日
本

工
芸
会
賞
」
を
受
賞
。「
京

都
府
指
定
無
形
文
化
財
」
保

持
者
で
も
あ
る
。

　
次
に
龍
谷
奨
励
賞
は
、
世

界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活

躍
す
る
水
中
写
真
家
の
鍵
井

靖
章
さ
ん
（
93
年
法
卒
）
に

亀
き

遊
ゆ う

文
も ん

用い優れた作品 第
22
回
龍
谷
賞  

晴
れ
の
贈
呈
式

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
特
別
賞

水
中
写
真
家
　

鍵  

井
さ
ん

柔
道
指
導
者
　

佐
々
木
さ
ん

清水さん

鍵井さん

佐々木さん
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11
年
９
月
19
日
、
J
R

金
沢
駅
前
の
ホ
テ
ル
日
航
金

沢
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

弘
崎
信
正
さ
ん
の
司
会
の
も

と
、
三
村
峯
男
校
友
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
、
赤
松
徹
眞
学

長
が
「
15
万
人
の
卒
業
生
と

共
に
手
を
た
ず
さ
え
て
母
校

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と

挨
拶
。
続
い
て
降
矢
恭
史
さ

ん
が
支
部
設
立
の
呼
び
か
け

人
を
代
表
し
て
経
過
報
告
し

た
。
県
内
に
は
現
在
、
約

１
千
人
の
卒
業
生
が

在
住
、
設
立
を
呼
び

か
け
る
案
内
状
を
送

付
し
多
数
の
賛
同
を
得
た
。

そ
こ
で
６
月
25
日
に
支
部
設

立
準
備
委
員
会
を
結
成
し
６

回
に
わ
た
っ
て
会
合
を
重
ね

て
石
川
県
支
部
設
立
へ
と
導

い
た
。

　
ま
ず
松
浦
顕
雄
さ
ん
が
議

長
と
な
り
議
事
を
進
行
し
、

①
規
約
②
石
川
県
支
部
役
員

③
事
業
計
画
・
予
算
案
が
審

議
可
決
。
新
し
い
支
部
旗
が

三
村
校
友
会
長
か
ら
手
渡
さ

れ
た
あ
と
、
初
代
石
川
県
支

部
長
の
日
野
幹
丸

さ
ん
が
、「
素
晴
ら

し
い
人
々
に
恵
ま

れ
た
お
か
げ
で
す
。

若
い
校
友
も
多
く
、

石
川
県
支
部
の
未

来
は
明
る
い
」
と
述

べ
た
。
引
き
続
き
佐

藤
研
司
副
学
長
に

よ
る
記
念
講
演
「
こ

れ
か
ら
の
龍
谷
大

学
」
が
行
わ
れ
、
昨

春
に
誕
生
し
た
「
政

策
学
部
」
に
続
く
10

番
目
の
新
学
部
構

想
を
披
露
し
、「
前

進
す
る
龍
大
」
を
印

象
づ
け
た
。

　
懇
親
会
に
移
っ

て
会
場
と
な
っ
た

ホ
テ
ル
日
航
金
沢

総
支
配
人
の
呉
服

弘
晶
さ
ん
（
79
年
済

卒
）
が
、
た
ま
た
ま
校
友
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
飛
び
入
り

で
祝
辞
を
述
べ
る
サ
プ
ラ
イ

ズ
も
あ
っ
た
。

《
主
な
役
員
》
支
部
長
＝
日

野
幹
丸
（
62
年
文
）。
副
支

部
長
＝
北
野
俊
裕
（
82
年

文
）・
松
浦
顕
雄
（
83
年
文
）・

降
矢
恭
史
（
88
年
法
）。
事

務
局
長
＝
弘
崎
信
正
（
72

年
文
）。
事
務
局
＝
新
保
勝

也
（
96
年
文
）・
須
加
晃
太

郎
（
97
年
法
）・
北
川
裕
梨

（
01
年
短
）。
会
計
＝
内
田
宏

（
81
年
法
）。
監
事
＝
三
尾
秀

丸
（
72
年
営
）・
谷
間
徹
誠

（
67
年
文
）。
理
事
＝
桜
井
昌

弘
（
68
年
済
）・
萩
原
聡
彦

（
00
年
国
際
）
他
９
人
。

　
２
月
11
日
、
鳥
取
県
倉

吉
市
の
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア

で
、
龍
谷
大
学
校
友
会
鳥
取

県
支
部
の
設
立
総
会
が
開
か

れ
た
。
県
下
に
は
約
700
人
の

卒
業
生
が
在
住
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
多

数
の
賛
同
が
得
ら
れ

た
。
そ
こ
で
若
原
道

昭
前
学
長
や
衣
笠
告

也
さ
ん
（
75
年
文
卒
・
支
部

長
）ら
14
人
が
準
備
を
進
め
、

校
友
会
で
は
職
域
支
部
も
含

め
46
番
目
の
支
部
が
誕
生
し

た
。

　
鳥
取
県
と
龍
谷
大
学
と

は
、
２
０
１
０
年
７
月
に
就

職
支
援
を
中
心
と
し
た
「
鳥

取
県
と
龍
谷
大
学
と
の
連
携

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、

こ
れ
ま
で
「
就
職
支
援
に
関

す
る
事
業
」「
世
代
を
越
え

た
交
流
事
業
」「
社
会
貢
献

事
業
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

　
設
立
総
会
に
出
席
の
平
井

伸
治
鳥
取
県
知
事
は
、「
地

域
と
大
学
・
校
友
会
が一体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
よ

う
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
こ

の
日
、
開
催
の
県
・
大
学
主

催
「
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ

in
鳥
取
」
で
は
鳥
取
県

支
部
の
校
友
も
積
極
的

に
広
報
活
動
を
行
い
、

ホ
ー
ル
は
超
満
員
で

１
５
０
０
人
を
こ
え
る

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

《
主
な
役
員
》

支
部
長
＝
衣
笠
告
也

（
75
文
）、
副
支
部
長
＝

福
田
正
志
（
78
営
）、

松
本
晴
之
（
79
営
）。

常
任
理
事
＝
西
村
耕
一

（
97
社
）、
加
藤
周
二

（
01
済
）。
理
事
＝
衣

笠
千
秋
（
83
文
）、
松

井
良
介
（
02
営
）、
山

上
領
太
（
10
済
）。
監

事
＝
加
藤
彰
（
83
法
）、

竹
内
寛
（
92
済
）。
顧

問
＝
若
原
道
昭
（
前
学

長
）。

倉吉未来中心大ホールで演奏する龍大吹
奏楽部。県下６高校生も出演

鳥取県支部設立総会での校友

◆春期企画展
　「良如宗主と龍谷大学の歩み」
2012年４月６日(金)～４月18日(水)11日間
※２階展示室にて開催

龍谷ミュージアム

特別展・企画展ご案内

◆春期特別展
　「仏教の来た道～シルクロード探検の旅～」
❶「仏教の源流」❷「西域の仏教文化と多様
な宗教」❸「中国への伝播」❹「西域の文字
と言語」❺「大谷探検隊と仏教伝播の道」
2012年４月28日(土)～７月16日(月)71日間
────────────────────
◆秋期特別展
　「歌あり、涙あり、笑いあり『絵解き』
　－仏教絵画のエンターテイメント（仮題）」
　10月～11月（予定）
────────────────────
開館時間は10：00～17：00（16：30までに入
館）。休館日＝月曜日（祝日の場合は翌日）他、
展示替え等の休館。事前にHPなどでご確認を。
TEL075-351-2500
http://museum.ryukoku.ac.jp

深
草
で
開
催
さ
れ
た
懇
話
会

　
龍
谷
大
学
と
校
友
会
と
の

懇
話
会
が
１
月
26
日
、
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

＝
写
真
＝
参
加
し
た
の
は
赤

松
学
長
以
下
、
大
学
執
行
部

17
人
と
校
友
会
役
員
12
人
。

　
校
友
会
側
か
ら
支
部
の
情

報
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
大

学
に
提
案
。
こ
れ
に
対
し
て

大
学
は
校
友
会
の
地
域
・
職

域
支
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

学
生
支
援
の
た
め
に
積
極
的

に
生
か
し
て
ゆ
き
た
い
と
回
答
。

　
具
体
的
に
は
校
友
会
と
大

学
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
部
・
Ｒ

Ｅ
Ｃ
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
）・
情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、

校
友
と
学
生
の
情
報
を
共
有

し
て
役
立
て
る
と
い
う
。
さ

ら
に
大
学
が
第
５
次
長
期
計

画
を
進
め
る
中
で
、
校
友
会

に
対
し
て
国
内
と
海
外
に
幅

広
く
地
域
支
部
を
結
成
し
、

龍
谷
大
学
の
裾
野
を
さ
ら
に

広
げ
て
ほ
し
い
旨
の
要
請
が

あ
っ
た
。

　
懇
話
会
で
は
こ
の
他
、
東

日
本
大
震
災
地
区
へ
の
今
後

の
支
援
活
動
や
、
11
年
４
月

の
文
部
科
学
省
令
に
よ
る
教

員
の
教
育
・
研
究
の
情
報
公

開
義
務
化
で
の
問
題
点
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

大
学
と
校
友
会
役
員
が
懇
話
会

〝
就
活
〞
情
報
の
共
有
を

　
石
川
県
支
部
設
立
の
一
週

間
後
の
11
年
9
月
24
日
、
福

井
県
支
部
が
産
声
を
上
げ

た
。
福
井
駅
前
の
ユ
ア
ー

ズ
ホ
テ
ル
フ
ク
イ
を
会
場

に
、
午
後
４
時
か
ら
設
立
へ

向
け
て
の
総
会
が
開

か
れ
た
。
設
立
の
発

起
人
を
代
表
し
て
藤

原
有
仁
さ
ん
（
北
陸
高
校
校

長
）
が
設
立
趣
旨
と
経
過
を

披
露
。
支
部
設
立
の
願
い
が

具
体
的
に
な
っ
た
の
は
11
年

３
月
の
こ
と
。
大
学
か
ら
の

働
き
か
け
を
き
っ
か
け
に
、

校
友
会
か
ら
県
内
の

校
友
約
１
６
０
０
人

に
支
部
設
立
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
が
送
付
さ

れ
、
戸
川
慎
吾
さ
ん

を
中
心
に
、
何
度
も

会
合
を
開
い
て
設
立

準
備
が
進
め
ら
れ

た
。

　
設
立
総
会
で
は
藤

下
洸
養
さ
ん
が
議
長

と
な
り
、
会
則
・
規

約
案
、
支
部
長
と
役

員
選
出
、
事
業
・
予

算
案
を
検
討
し
た
上

で
承
認
さ
れ
た
。
支

部
長
に
就
任
し
た
藤

原
有
仁
さ
ん
は
「
さ

ら
に
多
く
の
校
友
に

入
会
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
す
る
と

共
に
、
校
友
の
絆
を

ま
す
ま
す
強
め
て
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
三
村
峯
男
校
友
会
長

が
「
龍
大
生
の
評
価
は
一
見

地
味
だ
が
、
こ
こ
ぞ
と
い
う

と
き
に
、
重
要
な
事
柄
を
ま

か
せ
ら
れ
る
」
と
話
し
て
祝

辞
を
述
べ
た
。
来
賓
の
佐
藤

研
司
副
学
長
は
、「
龍
谷
大

学
で
学
び
、
卒
業
し
た
あ
と

安
心
し
て
福
井
県
に
帰
っ
て

就
職
で
き
る
よ
う
、
就
職
支

援
を
福
井
県
支
部
の
校
友
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
た
い
」
と
校
友
に
訴
え

た
。

　
設
立
総
会
終
了
後
の
記
念

講
演
で
は
、
県
立
福
井
商
業

野
球
部
前
監
督
の
北
野
尚
文

さ
ん
が
ス
ラ
イ
ド
映
像
と
共

に
、
42
年
間
の
監
督
生
活
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
貴
重
な

体
験
談
を
語
り
、「
人
間
的

成
長
な
く
し
て
野
球
は
上
達

し
な
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

　
福
井
県
支
部
の
設
立
総
会

懇
親
会
に
参
加
し
た
の
は
約

1
0
0
人
の
校
友
。
中
で

も
女
性
の
姿
が
目
立
っ
た
。

《
主
な
役
員
》
支
部
長
＝
藤

原
有
仁
（
70
年
文
）。
副
支
部

長
＝
野
世
孝
雄
（
69
年
済
）・

戸
川
慎
吾
（
70
年
営
）・
一
乗

康
純
（
82
年
文
）。
代
表
理
事

＝
酒
生
仁
弥
（
85
年
法
）。
監

事
＝
花
山
昭
道
（
57
年
文
）・

岡
崎
賢
（
72
年
文
）。
顧
問
＝

北
野
尚
文
（
68
年
済
）。
副
代

表
＝
大
森
幹
夫
（
78
年
法
）・

川
崎
嘉
久
（
82
年
済
）。
会
計

＝
芝
満
夫
（
95
年
文
）・
吉
田

純
也
（
04
年
法
）。
事
務
局
＝

馬
場
正
大
（
86
年
文
）
他
２

人
。
理
事
＝
吉
川
明
博
（
79

年
営
）・
藤
田
秀
樹
（
06
年
営
）

他
10
人
。

石川県支部設立に集った校友

石
川
県
支
部

昨
年
９
月
、
石
川
県
と
福
井
県
に
、
今
年
２
月
、
鳥

取
県
に
校
友
会
地
域
支
部
が
誕
生
し
た
。
龍
谷
大
学

の
校
友
会
支
部
は
全
部
で
46
支
部
と
な
っ
た
。
時
期

を
合
わ
せ
て
龍
谷
大
学
と
地
元
中
学
・
高
校
の
吹
奏

楽
部
に
よ
る
「
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
金
沢
市
と
福
井
市
、
倉
吉

市
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
合
同
演
奏
会
は
地
元
の
県

吹
奏
楽
連
盟
や
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
が
後
援
し
た
こ

と
か
ら
多
数
の
市
民
が
演
奏
会
場
に
つ
め
か
け
、「
龍

谷
」
の
名
が
北
陸
や
山
陰
の
地
に
響
き
渡
っ
た
。

福井県支部設立に集まった校友

石
川
県
支
部

福
井
県
支
部

3
支
部
が
誕
生

設
立
へ
の
会
合
重
ね

春
か
ら
の
準
備
奏
功

倉
吉
市
で
設
立
総
会

1000
人
の
校
友
に
案
内
状

設
立
総
会
に
約
100
人
参
加

平
井
知
事
も
連
携
を
呼
び
か
け

鳥
取
県
支
部
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前
号
ま
で
、
龍
谷

大
学
が
連
綿
と
途
切

れ
る
こ
と
無
く
継
続
さ
れ
、

す
べ
て
の
記
録
が
残
っ
て
い
る

大
学
と
し
て
は
、
日
本
最
古

の
大
学
で
あ
る
と
述
べ
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
付
属
す
る

図
書
館
に
つ
い
て
も
大
学
の

創
設
と
ほ
と
ん
ど
同
時
期
か

ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
話

や
、
そ
れ
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
お
り
ま
ぜ
て
述
べ
る
事

に
い
た
し
ま
す
。

362
年
前
に
蔵
書

　
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

の
現
在
の
建
物
は
、
１
９
３

６
年
（
昭
和
11
）
に
新
築

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

れ
以
前
の
龍
谷
大
学
が
學

寮
・
學
林
・
大
教
校
・
大

學
林
・
仏
教
大
學
と
変
遷

し
て
ゆ
く
中
で
、
か
な
ら

ず
図
書
館
を
併
設
し
て
き

ま
し
た
。

　
龍
谷
大
学
の
歴
史
を
克
明

に
記
録
し
た
「
學が

く
り
ょ
う
ぞ
う
り
ゅ
う

寮
造
立

事の
こ
と」
に
は
「
１
６
４
９
年
（
慶

安
２
）
銀
400
両
を
も
っ
て
書

籍
50
〜
60
部
を
購
入
し
、
衆

寮
を
建
て
施
入
す
る
」
と
あ

り
、
１
６
５
２
年
（
承
応
元
）

に
は
、
蔵
書
を
管
理
す
る
専

門
の
係
「
捨し

ゃ
と
う頭
」
を
置
き
、

１
６
５
５
年
に
は
、
既
に
資

料
の
収
集
や
提
供
と
い
う
今

日
の
よ
う
な
図
書
館
機
能
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　「
１
７
４
７
年
（
延
享
４
）

蔵
書
94
函
あ
り
、
収
蔵
庫
を

『
転
輪
蔵
』
と
称
す
る
」
と

あ
り
、専
用
の「
蔵
」を
有
し
、

そ
の
管
理
係
に
「
蔵く

ら
つ
か
さ司」

を

置
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

１
７
８
４
年
（
天
明
４
）
に

は
『
龍り

ゅ
う
こ
く
が
っ
こ
う
た
い
ぞ
う
も
く
ろ
く

谷
學
黌
大
蔵
目
録
』

が
完
成
し
て
お
り
、
こ
の
時

点
で
蔵
書
４
，
６
９
９
部
を

所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
記
録

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、１
８
９
２
年（
明

治
25
）
と
１
９
０
４
年
（
明

治
37
）
の
二
度
に
わ
た
っ

て
、
当
時
の
大
學
林
に
本
願

寺
歴
代
宗
主
の
蔵
書
で
あ
っ

た
「
寫し

ゃ
じ
だ
い

字
臺
文
庫
」
計
３
万

冊
が
寄
贈
さ
れ
、
本
学
大
宮

図
書
館
は
、
120
年
前
か
ら
世

界
最
大
の
仏
教
図
書
館
と
し

て
機
能
し
て
き
た
の
で
す
。

底
本
と
な
っ
た
『
平
家
物
語
』

　
こ
の
永
い
歴
史
の
中
で
本

学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
稀き

覯こ
う

書
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
、
数
多
く
の
所
蔵
す
る

も
の
の
中
か
ら
広
く
知
ら
れ

て
い
る
も
の
を
以
下
で
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
鎌
倉
時
代
に
作
成

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
『
平

家
物
語 

全
十
二
巻
』
の
室
町

初
期
の
写
本
で
す
。
江
戸
時

代
中
期
に
杉
田
玄
白
と
前
野

良
沢
が
苦
労
の
末
に
発
刊
し

た
『
解
體
新
書
全
五
巻
』
の

初
版
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
ま
ず『
平
家
物
語
』

で
す
が
、
す
で
に
原
本
は
な

く
、
現
存
す
る
も
の
は
国
内

に
６
点
の
写
本
し
か
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

龍
谷
大
学
が
所
蔵
す
る
も
の

は
、
全
巻
揃
っ
て
い
る
最
古
の

も
の
で
、
紙
質
や
筆
跡･

書

体
及
び
墨
の
成
分
・
注
釈
等

か
ら
、
最
も
原
典
に
近
い
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
59
年
（
昭
和
34
）
２
月

岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
、

戦
後
最
大
の
文
学
大
全
集
と

称
さ
れ
た
『
日
本
古
典
文
学

大
系
全
六
十
六
巻
』
の
『
平

家
物
語
上
下
二
巻
』
は
、
こ

の
由
緒
あ
る
龍
大
本
を
底
本

と
し
た
こ
と
が
、
冒
頭
に
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
龍
大
本
は
、
足
利
尊

氏
の
執
事
で
あ
り
、
室
町
幕

府
の
管
領
と
な
っ
た
高こ

う
の
も
ろ
な
お

師
直

の
邸
宅
で
も
語
っ
た
と
い
わ
れ

る
当
代
随
一の
琵
琶
法
師
・
沙

門
覚
一
が
、
640
年
前
の
室
町

時
代
の
１
３
７
１
年
（
応
安

４
）
に
書
写
さ
せ
た
こ
と
か

ら
、「
覚
一
本
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

『
解
體
新
書
全
五
巻
』『
徒
然
草
』

　『
解
體
新
書
全
五
巻
』
は
、

江
戸
時
代
中
期
１
７
７
４
年

（
安
永
３
）
に
170
余
り
が
木

版
で
初
版
刷
り
さ
れ
た
が
、

現
存
し
全
巻
揃
っ
て
い
る
も

の
で
は
、
緒
方
洪
庵
の
「
適

塾
」
が
所
有
す
る
も
の
な
ど

数
点
だ
け
で
、
保
存
状
態
も

優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
龍

大
本
を
筆
頭
に
あ
げ
る
べ
き

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
吉
田
兼
好
が
鎌
倉

時
代
末
期（
１
３
３
０
年
頃
）

に
著
し
た
三
大
随
筆
の
一

つ
『
徒
然
草
上
巻
』
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
室
町

中
期
の
１
４
９
０
年
（
延
徳

２
）
に
平
忠
重
が
書
写
し
た

写
本
で
、
江
戸
時
代
に
な
っ

て
多
く
が
出
回
っ
た
い
わ
ゆ

る
「
流
布
本
」
と
比
べ
、
は

る
か
に
歴
史
的
価
値
が
高
い

も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
書
に
加

え
、
国
宝
の
『
類る

い
じ
ゅ
う
こ
し
ゅ
う

聚
古
集
』

（
平
安
時
代
末
期
に
藤
原
敦

隆
が
編
纂
し
、
伏
見
天
皇
宸し

ん

翰か
ん

署
名
入
り
の
勅
撰
和
歌
集

全
十
六
帖
）
な
ど
、
多
く
の

重
要
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
数
の
稀

覯
書
類
を
所
蔵
す
る
大
宮
図

書
館
ひ
と
つ
取
り
上
げ
て
み

て
も
、
今
年
で
創
立
３
７
３

年
目
を
迎
え
る
龍
谷
大
学
の

歴
史
の
重
み
を
、
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）
校
友
会
事
務
局

=

増
田
省
三

貴
重
書
の
宝
庫

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証③

江
戸
時
代
か
ら
併
設

大
宮
図
書
館

▲『解體新書』全５巻

▲『平家物語』全12巻

〈
な
ぜ
龍
大
に
？
〉

　
高
校
生
の
頃
か
ら
、
将
来

は
日
本
語
の
辞
書
編
纂
に
た

ず
さ
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
龍
大
へ
と
。

龍
谷
大
学
の
文
学
部
に
は

「
日
本
語
日
本
文
学
科
」
が

あ
り
ま
す
。
私
が
や
り
た
い

そ
の
ま
ま
の
学
科
名
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

　
深
草
・
西
浦
町
の
下
宿
に

は
６
年
い
ま
し
た
。
学
部
時

代
、
落
語
研
究
会
に
所
属

し
、
授
業
が
大
宮
に
移
っ
た

あ
と
も
深
草
か
ら
通
い
、
ク

ラ
ブ
ボ
ッ
ク
ス
に
戻
っ
て
く

る
と
い
う
毎
日
で
し
た
。
卒

論
や
修
論
の
テ
ー
マ
は
、
い

ず
れ
も
二
葉
亭
四
迷
な
ど
の

校　友
最前線

小
説
家
を
中
心
と
し
た
明
治

言
文
一
致
小
説
の
言
語
に
つ

い
て
で
し
た
。

 

〝
落お

ち
け
ん研
〞
で
は
「
き
ぬ
乃

家
じ
ん
丹
」
と

い
う
芸
名
で
し

た
。
も
っ
ぱ
ら

ウ
ク
レ
レ
漫
談

　
11
年
３
月
に
文
学
部
大
学
院
研
究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
を
修
了
し
毎
日

放
送(

Ｍ
Ｂ
Ｓ)

へ
入
社
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
室
に
配
属
。
現
在
、同
社
テ
レ
ビ
「
ち

ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」(

月
曜
日)

と
、
ラ
ジ
オ
「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
う
た
ぐ
み
」
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー

で
出
演
中
。
Ｍ
Ｂ
Ｓ
で
は
３
年
ぶ
り
の
新
人
ア
ナ
。
87
年
宮
崎
県
宮
崎
市
生
ま
れ
。

福
島 

暢の
ぶ
ひ
ろ啓

さ
ん

毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
や
っ
て
お
り

ま
し
た
。
龍
大

の
先
輩
と
漫
才

コ
ン
ビ
を
組
ん

で
、
Ｍ
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
で
は

準
決
勝
に
進
ん

だ
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

〈
な
ぜ
放
送
局
へ
〉

　
毎
日
放
送
に
は
一
般
職
と

し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
す

が
、
人
事
面
談
の
中
で
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
や
ら
な
い
か

と
、
も
ち
ろ
ん
二
つ
返
事
で

MBS「ちちんぷいぷい」で現地リポートする福島さん

し
た
。

　
私
は
ず
っ
と
〝
ラ
ジ
オ

っ
子
〞
で
し
て
、
学
生
時

代
も
ず
っ
と
「
ラ
ジ
オ
深

夜
便
」
な
ん
か
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

『
２
０
１
１
年
新
聞
・
テ
レ

ビ
消
滅
』
と
い
う
文
春
新
書

を
読
ん
で
、
「
あ
っ
テ
レ
ビ

も
ラ
ジ
オ
も
つ
ぶ
れ
る
の

Ｍ
Ｂ
Ｓ
新
人
ア
ナ
で
す
！

か
」
と
。
私
は
ど
ち
ら
も
大

好
き
な
の
で
、
自
分
が
年
寄

り
に
な
っ
た
と
き
若
い
人
た

ち
に
「
俺
は
昔
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

て
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

た
ん
だ
」
と
話
す
こ
と
が
で

き
た
ら
楽
し
い
な
と
思
っ

て
、
放
送
局
を
目
指
し
ま
し

た
。

　
今
は
、
関
西
で
午
後
２
時

55
分
か
ら
放
送
し
て
い
る

「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」
の
中

で
、
リ
ポ
ー
タ
ー
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
祖
母
も
知
ら
な
い
よ
う

な
古
い
歌
を
歌
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
笑
）
。
こ
れ
ら
の

歌
も
ぜ
ん
ぶ
ラ
ジ
オ
に
お
し

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

〈
将
来
は
？
〉

　
と
に
か
く
ラ
ジ
オ
が
好
き

な
の
で
、
ラ
ジ
オ
の
番
組
作

り
に
か
か
わ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」

は
、
も
と
も
と
ラ
ジ
オ
の
雰

囲
気
を
テ
レ
ビ
で
と
い
う
こ

と
か
ら
、
ラ
ジ
オ
出
身
の
ス

タ
ッ
フ
が
手
が
け
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
私
は
、
ラ
ジ
オ

に
は
放
送
の
基
本
が
つ
ま
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
現
在
ラ
ジ
オ
が
衰

退
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
の

は
事
実
で
す
。
テ
レ
ビ
も
新

聞
も
こ
の
ま
ま
続
く
の
か
と

い
う
声
も
、
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
い
い

で
し
ょ
う
か
。

　
や
っ
ぱ
り
い
ろ
ん
な
メ
デ

ィ
ア
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
個
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
だ
け
が
「
情
報

化
」
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
何
と
か

ラ
ジ
オ
が
残
っ
て
ほ
し
い

し
、
残
し
た
い
。

　
龍
谷
大
学
に
は
今
後
、
さ

ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
龍
大
の
社
会
的
評
価

が
少
し
で
も
あ
が
る
よ
う

に
、
自
分
も
力
に
な
れ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

使
っ
て
く
だ
さ
い
校
友
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
ク

　
使
用
規
定
に
従
っ
て
い

た
だ
い
た
う
え
で
ご
使
用

下
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。
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３
月
12
日
に
大
阪
府
富
田
林

市
の
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

る
「
大
切
な
あ
な
た
だ
か
ら

東
日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
で
販
売

さ
れ
、
収
益
金
は
す
べ
て
復

興
支
援
に
あ
て
ら
れ
る
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
歌
で
支

援
を
続
け
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
や
な
せ
な
な

さ
ん
（
99
年
文
卒
）
や
、
東

北
民
謡
の
語
り
部
・
川
嶋
敏

子
さ
ん
ら
が
出
演
す
る
。

　
亘
理
町
で
の
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
端
を
発
し
た
こ

の
腕
輪
念
珠
は
、
東
北
と
大

阪
の
校
友
が
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
完
成
し
た
。

　「
い
つ
も
つ
け
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
私
た
ち
は
東
北

を
忘
れ
な
い
と
い
う
想
い
に

つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
山

内
浩
朗
さ
ん
。
今
後
も
継
続

し
て
腕
輪
念
珠
な
ど
に
よ
る

復
興
支
援
が
行
わ
れ
る
。

後列が奨学生

校
友
会
奨
励
生
に
12
人

　
２
月
22
日
、「
龍
谷
大
学
の
発
展

の
た
め
に
」
が
テ
ー
マ
の
論
文
募

集
で
、
校
友
会
は
以
下
の
12
人
の

学
生
に
奨
励
金
を
授
与
し
た
。

宮
本
孝
恵
（
文
２
）、木
村
美
穂
（
文

１
）、
矢
野
裕
子
（
文
１
）、
荒
木

美
由
紀
（
済
３
）、
雨
宮
由
佳
（
済

２
）、
小
野
誠
（
済
２
）、
中
田
和

希
（
済
２
）、
神
野
知
之
（
営
４
）、

上
村
崇
人
（
営
２
）、黒
田
直
樹
（
営

２
）、
藤
本
礼
三
郎
（
営
２
）、
川

本
愛
莉（
国
際
３
）。（
数
字
は
学
年
）

中川さんの手紙。母校で学んだことの誇りが記されている

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝

電
を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
氏
名
　
卒
年
　 

式
月
日

　
木
村
　
雅
樹 

10 

営 

９-

３

　
万
野
　
清
香 

04 

済 

９-

４

　
伊
集
院
優
美 

08 

短 

９-

10

　
宗
田

　
健
一 

98 

営 

10-

１

　
岡

　
理
恵
子 

99 

短 

10-

８

♠
三
浦

　
正
剛 

04 

営 

♥
西
村

　
祐
子 

04 

営

　
本
田

　
正
恵 

04 

文 

10-

８

　
古
川

　
将
蔵 

04 

理 

10-

９

　
伊
藤

　
順
子 

98 

社 

10-

29

　
高
柳

　
光
男 

87 

営 

11-

３

♠
靜
谷

　
祐
輝 

07 

法

♥
安
川

　
真
梨 

08 

短

　
佐
々
木
寛
典 

00 

営 

11-

５

　
中
平

　
浩
子 

00 

国 

11-

５

♠
田
中

　
達    

05 

文

♥
田
尾

　
仁
美 

05 

国

　
藤
津

　
智
規 

07 

済 

11-

５

　
鈴
木

　
亮    

01 

国 

11-

12

　
下
川

　
幸
恵 

04 

法 

11-

12

　
助
田

　
千
恵 

08 

文 

11-

19

　
石
田

　
直
幸 

86 

済 

11-

23

　
茂
木

　
長
武 

98 

文 

11-

24

　
月
木

　
将
裕 

00 

国 

11-

26

　
寺
井

　
優
美 

05 

文 

11-

26

　
山
田

　
勇
気 

02 

文 

12-

３

　
富
崎

　
涼
子 

08 

法 

12-

３

　
藤
室
あ
す
み 

05 

営 

12-

11

　
池
田

　
有
一 

03 

文 

12-

17

　
中
島

　
香    

06 

法 

１-

21

♠
橋
本

　
昌
樹 

09 

経

♥
滝
川

　
裕
子 

08 

法

　
青
山
友
香
里 

07 

法 

２-

25

　
物
部
玲
伊
子 

09 

法 

２-

25

靜
谷
祐
輝
さ
ん
と
安
川
真
梨
さ
ん

中
川
正
文
さ
ん

追
　
悼

　
児
童
文
学
者
の
中
川
正
文

さ
ん
が
、
昨
年
の
10
月
13
日

に
亡
く
な
っ
た
。
21
年
（
大

正
10
）
奈
良
県
生
ま
れ
で
、

90
歳
だ
っ
た
。
中
川
さ
ん
は

41
年
（
昭
和
16
）
に
龍
谷
大

学
専
門
部
を
、
戦
争
の
た
め

繰
り
上
げ
卒
業
し
て
陸
軍
船

舶
輸
送
艇
に
乗
船
。
終
戦
と

共
に
46
年
に
文
学
部
国
文
学

科
へ
入
学
。
49
年
に
卒
業
し

て
京
都
女
子
大
学
に
勤
務

し
、
教
鞭
を
と
る
。
影
絵
劇

団
「
京
都
女
子
大
学
子
ど
も

の
劇
場
」
を
主
宰
し
、
サ
ン

ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
な
ど
を

受
賞
し
た
。

　
そ
の
後
、
千
里
万
博
に
あ

っ
た
大
阪
府
立
国
際
児
童
文

学
館
の
館
長
に
就
任
。
ま
た

伊
藤
整
、
遠
藤
周
作
と
共
に

第
１
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

作
家
会
議
日
本
代
表
を
つ
と

め
た
こ
と
も
。
02
年
（
平
成

14
）
に
は
龍
谷
賞
を
受
賞
。

　
中
川
さ
ん
は
亡
く
な
る
直

前
ま
で
児
童
文
学
作
品
を
書

き
続
け
、
18
歳
で
は
じ
め
て

原
稿
料
を
手
に
し
て
以
来
、

お
よ
そ
70
年
間
に
わ
た
っ
て

児
童
文
学
と
共
に
歩
ん
だ
人

生
だ
っ
た
。

　
龍
谷
大
学
校
友
会
事
務
局

に
は
、
６
冊
の
中
川
さ
ん
の

童
話
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
中
川
さ
ん
が
事
務
局

を
訪
れ
た
折
り
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
、
裏
表

紙
に
は
ご
本
人
の
サ
イ
ン
が

記
さ
れ
龍
谷
大
学
へ
の
想
い

い
を
綴
っ
た
手
紙
な
ど
も
添

え
ら
れ
て
い
る
（
写
真
）。

　
著
書
は
数
多
く
『
ご
ろ
は

ち
だ
い
み
ょ
う
じ
ん
』や『
い

ち
に
ち
に
へ
ん
と
お
る
バ

ス
』『
ね
ず
み
の
お
い
し
ゃ

さ
ま
』
な
ど
が
今
も
読
み
継

が
れ
て
い
る
。

子
ど
も
と
共
に
歩
み

続
け
た
児
童
文
学
者

10-

８
11-

3
11-

5

２-

8

倒
壊
家
屋
の
柱
で「
腕
輪
念
珠
」

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
東
北
と
大
阪
の
校
友
が
連
携

　
東
日
本
大
震
災
で
倒
壊
し

た
家
屋
の
柱
か
ら
、
復
興
支

援
の
ち
い
さ
な「
腕
輪
念
珠
」

が
誕
生
し
た
。
制
作
し
た
の

は
東
北
と
大
阪
の
校
友
グ
ル

ー
プ
だ
っ
た
。

　
昨
年
夏
、
大
阪
府
下
在
住

の
僧
侶
グ
ル
ー
プ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
宮
城
県
亘わ
た
り理

町
に
入
っ
た
。
活
動
拠
点
と

な
っ
た
の
は
、
徳
力
賢
隆
さ

ん
（
75
年
文
卒
・
旧
姓
泉
山
）

が
住
職
を
つ
と
め
る
同
町
の

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
眞
光
寺

だ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
徳
力
賢
隆
住
職

の
義
父
・
義
円
さ
ん
は
43
年

（
昭
18
）
専
門
部
卒
で
、
子

息
の
義
隆
さ
ん
は
文
学
部
真

宗
学
科
２
年
生
、
親
子
３
代

に
わ
た
る
い
わ
ゆ
る
〝
龍
谷

フ
ァ
ミ
リ
ー
〞
で
あ
る
。

　
昨
年
夏
の
こ
と
、
亘
理
町

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
た

大
阪
の
僧
侶
グ
ル
ー
プ
の
中

か
ら
、
大
震
災
で
倒
れ
た
家

屋
の
柱
で
腕
輪
念
珠
が
で
き

な
い
か
と
い
う
プ
ラ
ン
が
出

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
た

め
に
は
東
北
在
住
の
協
力
者

が
必
要
で
あ
る
。
運
よ
く
福

島
県
相
馬
市
の
校
友
・
只
野

澄
夫
さ
ん
（
69
年
済
卒
）
を

知
る
校
友
が
い
た
。
連
絡
を

受
け
た
只
野
さ
ん
は
、
す
ぐ

に
眞
光
寺
の
徳
力
さ
ん
の
も

と
に
出
向
い
て
、
木
材
を
入

手
し
大
阪
へ
送
っ
た
。
し
か

し
、
津
波
に
よ
る
塩
害
で
、

使
用
に
耐
え
ら
れ
る
念
珠
が

で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
只
野
さ
ん
は
再
び
亘
理

町
の
徳
力
さ
ん
の
も
と
へ
。

そ
の
結
果
、
家
屋
を
支
え
て

い
た
固
い
ケ
ヤ
キ
の
柱
約
150

㎏
を
入
手
す
る
。
只
野
さ
ん

が
大
阪
へ
車
で
搬
入
し
た
の

は
、11
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
大
阪
の
田

毎
宣
隆
さ
ん
（
95
年
文
卒
）、

井
元
秀
典
さ
ん（
92
年
文
卒
）

津
田
隆
志
さ
ん
（
85
年
短

卒
）、
山
内
浩
朗
さ
ん
（
93

年
文
入
学
）
ら
が
中
心
と
な

っ
て
こ
の
企
画
が
進
め
ら

れ
、
地
元
の
仏
壇
店
の
協
力

を
得
て
立
派
な
腕
輪
念
珠
が

完
成
し
た
。
そ
の
数
は
約
300

に
の
ぼ
る
。

完成した腕輪念珠

　
復
興
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
に

も
な
る
こ
の
腕
輪
念
珠
に
は

「
想
３
・
11
」
と
記
さ
れ
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
で
販
売

校友●Who's Who

三浦  明利さ
ん

奈良県・光明寺住職で
シンガーソングライター

三浦明利（みうら・あかり）＝２０１１年に龍谷
大学文学研究科（真宗学）修士課程修了。
在学中、バンドＭｏｇａ　Ｈｏｏｐで、全国規模
のコンテストでグランプリ受賞。08年に浄土
真宗本願寺派光明寺の住職に就任。11年７
月には「ありがとう～私を包むすべてに～」で
メジャーデビュー。龍谷総合学園記念曲作曲
を担当。テレビ等のメディアでも活躍中。３月
11日ＣＤ「被災地からのありがとう」を全国リ
リース。

仏
教
と
音
楽

　
私
は
お
寺
の
一
人
娘
と
し

て
幼
い
頃
か
ら
、
楽
し
そ
う

に
活
動
す
る
両
親
の
姿
を
見

て
き
た
の
で
、
お
寺
に
あ
こ

が
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

仏
教
に
ず
っ
と
触
れ
て
い
た

い
と
い
う
思
い
で
龍
谷
大
学

へ
。
文
学
部
で
は
近
代
以
降

の
仏
教
音
楽
の
歴
史
が
テ
ー

マ
で
し
た
。仲
間
と
共
に「
Ｍ

ｏｇ
ａ
　
Ｈｏｏｐ
」
と
い
う
バ

ン
ド
を
組
ん
で
活
動
し
出
し

た
の
も
学
部
時
代
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
大
学
院
で
仏
教

音
楽
を
学
ん
で
い
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
イ
ン
ド
で
起
こ

っ
た
仏
教
が
中
国
を
経
由
し

て
日
本
に
渡
っ
て
き
ま
す

が
、
仏
教
は
い
つ
も
音
楽
と

共
に
あ
る
歴
史
で
あ
っ
た
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
大
栄
さ
ん
（
明
治
期
の

真
宗
大
谷
派
学
僧
）
は
「
光

と
音
楽
は
浄
土
の
二
大
荘
し
ょ
う

厳ご
ん

」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
、
経
典
の
中
に
は
、
多

数
の
音
楽
に
関
す
る
記
述
が

登
場
し
ま
す
。
音
楽
と
仏
教

は
密
接
に
関
わ
り
合
う
も
の

な
の
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
想
い

　
昨
年
７
月
に
「
あ
り
が
と

う
〜
私
を
包
む
す
べ
て
に

〜
」
と
い
う
Ｃ
Ｄ
で
メ
ジ
ャ

ー
デ
ビ
ュ
ー
致
し
ま
し
た

が
、
龍
谷
大
学
で
の
学
び
が

な
か
っ
た
ら
、
今
の
よ
う
に

僧
侶
と
し
て
歌
う
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仏
教

と
音
楽
は
き
っ
て
も
き
れ
な

い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
学
ば

せ
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、

〝
二
足
の
ワ
ラ
ジ
〞
で
は
な

く
、
僧
侶
で
あ
る
私
と
、
歌

う
私
は
一
本
の
道
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
前
に
住
職
に
な
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
以
来
、
ワ
ク

ワ
ク
と
し
た
気
持
ち
で
毎
日

の
月
参
り
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。「
自
分

の
力
で
よ
く
や
っ
た
」
と
勘

違
い
を
し
て
い
た
私
が
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
仏
教
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
ふ

と
気
付
か
せ
て

も
ら
っ
た
の
は
、

私
の
今
が
あ
る

こ
と
は
、
す
べ

て
私
の
力
に
よ

る
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　
今
、
私
が
お

坊
さ
ん
と
し
て

何
と
か
や
っ
て

い
け
る
の
は
、

ご
門
徒
さ
ん
や

母
、
友
人
、
そ

う
し
た
多
く
の

人
々
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
だ

と
思
っ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
阿

弥
陀
さ
ま
の
大
き
な
大
き
な

願
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
の
一
切
を
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
曲
に
込
め

さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

世
界
中
の
人
々
へ

　
昨
年
の
こ
と
で
す
。
仙
台

別
院
に
あ
る
本
願
寺
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
私

に一
通
の
詩
が
届
き
ま
し
た
。

詩
の
作
者
は
、
今
回
の
大
震

災
で
津
波
被
害
を
受
け
た
宮

城
県
名
取
市
閖ゆ

り
あ
げ上
地
区
の
あ

る
女
性
で
し
た
。
そ
の
女
性

は
「
津
波
で
何
も
か
も
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
日
本

中
、
い
や
世
界
中
の
人
々
が

温
か
い
支
援
の
手
を
さ
し
の

べ
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

私
た
ち
は
笑
顔
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
日

本
中
、
世
界
中
の
人
々
に
被

災
地
か
ら
の〝
あ
り
が
と
う
〞

を
届
け
た
い
の
で
す
」
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
彼
女
の
自
宅
が
あ
っ
た
場

所
へ
行
き
ま
し
た
。
何
も
な

い
砂
漠
の
よ
う
な
被
災
地
か

ら
、
ポ
ッ
と
花
が
咲
く
よ
う

に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
昨

年
十
二
月
、
閖
上
の
日
和
山

の
前
で
彼
女
を
前
に
し
て

「
被
災
地
か
ら
の
あ
り
が
と

う
」
を
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
被
災
地
か
ら
の
あ
り
が
と

う
を
、
お
届
け
す
る
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
※
Ｃ
Ｄ
は
３
月
11
日
全
国

リ
リ
ー
ス

自
坊
の
光
明
寺
本
堂
で
三
浦
さ
ん

字は三浦明利さん
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校 

友 

短 

信

指
方
恭
一
郎
さ
ん

書
き
下
ろ
し
歴
史

小
説
を
次
々
発
表

羽
溪  

了
さ
ん
の

「
異
邦
人
」
が

「
日
展
」
で
特
選

池
永
悠
紀
雄
さ
ん

関
西
六
大
学
野
球

連
盟
理
事
長
に

　
広
島
県
の
安
楽
寺
前
住
職

で
校
友
会
広
島
県
支
部
事
務

局
長
を
つ
と
め
る
登
世
岡
浩

二
さ
ん
（
52
年
文
卒
）
が
昨

秋
、
タ
イ
王
室
の
「
マ
ヒ
ド

ン
・
ワ
ラ
ヌ
ソ
ー
ン
賞
」
を

受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
社
会

活
動
な
ど
に
貢
献
し
た
人
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
日
本
人

の
受
賞
は
３
人
目
。
登
世
岡

さ
ん
は
94
年（
平

６
）か
ら
タ
イ
北
部

農
村
の
貧
困
児
童
の

就
学
支
援
に
着
手
し
、

06
年
か
ら
10
年
に
は

広
島
日
タ
イ
友
好
協

会
会
長
と
し
て
活
躍

し
た
。

　
同
協
会
に
よ
る
寄
付
金
は

昨
秋
ま
で
で
約
６
千
万
円
、

支
援
し
た
児
童
は
約

１
５
０
０
人
に
の
ぼ
る
。「
私

と
い
う
よ
り
協
会
と
し
て
頂

い
た
賞
。
募
金
し
て
下
さ
っ

た
多
く
の
方
々
、
各
種
団
体

の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
登
世

岡
さ
ん
。

　
一
昨
年
、
城
山
三
郎
経
済

小
説
大
賞
を
受
賞
し
た
指さ

し
か
た方

恭
一
郎
さ
ん
（
85
年
文
卒
・

本
名
＝
日
野
真
人
）
が
昨
年

５
月
、『
銭
の
弾
も
て
秀
吉

タイで受賞した登世岡さん

『麝香ねずみ』（文春文庫）を
撃
て
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
）
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
共

に
、
次
々
と
書
き
下
ろ
し
の

歴
史
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。

　
昨
年
秋
か
ら
文
春
文
庫
の

「
長
崎
奉
行
所
秘
録
・
伊
立

重
蔵
事
件
帖
」
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
９
月
に
は
『
麝じ

ゃ
こ
う香
ね
ず

み
』（
写
真
）、10
月
に
は
『
出

島
買
い
ま
す
』、
12
月
に
は

『
砂
糖
相
場
の
罠
』
の
３
冊

（
定
価
610
〜
620
円
税
込
）
が

発
刊
さ
れ
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

主
人
公
で
あ
る
長
崎

奉
行
所
の
与
力
格
・

伊
立
重
蔵
が
奉
行
所

の
特
命
に
よ
り
、
当

時
唯
一
の
海
外
交
易

拠
点
だ
っ
た
長
崎
に

潜
入
し
て
事
件
や
謎

を
あ
ば
く
と
い
う
も
の
で
、

北
九
州
在
住
の
指
方
さ
ん
な

ら
で
は
の
作
品
。

　
昨
年
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
日
本
最
大

の
総
合
美
術
展
「
第
43
回
日

展
」
の
日
本
画
部
門
で
、
羽は

溪た
に

了
さ
ん
（
84
年
文
卒
）
が

初
の
特
選
を
受
賞
し
た
。
羽

溪
さ
ん
は
高
校
時
代
か
ら
日

本
画
を
は
じ
め
、
堂
本
印
象

画
伯
の
門
下
生
に
よ
る
「
東

丘
社
」
に
所
属
し
、88
年
（
昭

63
）
に
「
日
展
」
初
入
選
を

は
た
し
て
以
来
、
数
々
の
作

品
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
回
、特
選
と
な
っ
た「
異

邦
人
」
に
つ
い
て
の
審
査
所

特選作品の「異邦人」

感
に
は
「
世
界

中
が
閉
塞
感
漂

う
今
日
此
の
頃
、

老
人
が
夕
暮
れ

の
教
会
を
バ
ッ

ク
に
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
を
持
ち
、

何
か
言
い
た
げ

な
表
情
が
良
く

描
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ

る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　
関
西
六
大
学
野
球
連
盟
の

常
務
理
事
の
池
永
悠
紀
雄
さ

ん
（
63
年
文
卒
）
が
今
年
の

１
月
１
日
付
け
で
、
同
連
盟

の
理
事
長
に
就
任
し
た
。
龍

谷
大
学
の
職
員
時
代
、
硬
式

野
球
部
の
01
年
（
平
13
）
秋

期
リ
ー
グ
で
、
足
立
兼
敏
監

督
（
72
年
文
卒
）
に
か
わ
っ

て
監
督
代
行
を
つ
と
め
た
経

験
が
あ
る
。
そ
の
年
、
見
事

に
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
池
永
さ
ん
は
高
校
、
大
学

と
野
球
の
経
験
は
な
い
が
、

野
球
部
長
と
し
て
長
年
チ
ー

ム
を
支
え
て
き
た
実
績
が
あ

る
。
野
球
部
員
で
あ
る
前
に
、

ま
ず
立
派
な
大
学
生
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
池

永
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
。
関
西

六
大
学
か
ら
大
学
野
球
日
本

一
の
ナ
イ
ン
誕
生
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

池永さん

登
世
岡
浩
二
さ
ん

タ
イ
王
室
か
ら

児
童
支
援
で
表
彰

支部
ハワイ
南カリフォルニア
北カリフォルニア

支部
パナソニックグループ（紫松会）
寝屋川市市役所（紫友会）
尼崎市市役所支部（龍翔会）
門真市市役所支部（紫門会）
マスコミOB会
職業会計人グループ（RAS）
矯正施設支部（ぎんなん会）
教誨師・篤志面接委員（桐友会）

学部
文学部・短期大学部
経済学部
経営学部
法学部
理工学部
社会学部
国際文化学部

支部長名
松本 エリック達雄
中垣 絋道
小杭 好臣

支部長名
丸山 竹司
岡本 和博
今村 博史
松下　司
乾　勉
尾崎 春樹
畠山 晃朗
吉光 宏昭

同窓会会長
釋　晃
湯口　博
阪口 新太郎
町田 徳男
木林 哲正
荒川 林太郎
神先 明日香

学内窓口担当者
若林 雅子
山川 剛史
松尾　修
村上 孝弘
内田 順子
乗金　悟
山内 めぐみ

学内窓口
60・文
69・済
76・営
80・法
94・理工
93・社
00・国

00・文
99・済
87・営
86・法
98・理工
02・社
01・国

連絡先
丸山 竹司
岡本 和博
高木 健司
松下　司
田中 岳志
尾崎 春樹
山本 雄一
吉光 宏昭

自宅
寝屋川市役所内
尼崎市立青少年センター内　児童課
門真市役所

自宅
大阪少年鑑別所内
自宅

支部長
支部長
事務局長
支部長
事務局長
支部長
事務局長
支部長

76・法
81・法
91・法
77・法
92・済
71・営
94・法
60・文

06-633４-6675
072-824-1181
06-6429-3042
06-6902-1231
080-2362-7036
075-645-1601
072-233-3326
06-6302-7950

連絡先
91・院了
62・文
62・文

76・法
81・法
80・法
77・法
72・済
71・営
64・社
60・文

＜学部同窓会＞

＜職域支部＞

＜海外支部＞

＜地域支部＞
支部
北海道支部
東京支部
神奈川県支部
愛知県支部
富山県支部
石川県支部
福井県支部
岐阜県支部
奈良県支部
三重県支部
和歌山県・海南有田支部
滋賀県・中主支部
大阪・枚方支部
大阪・中央支部
大阪・北大阪支部
兵庫県・神明支部
兵庫県・姫路支部
兵庫県・丹篠支部
鳥取県支部
岡山県支部
広島県支部
山口県支部
香川県支部
愛媛県支部
徳島県支部
高知県支部
大分県支部
鹿児島県支部
熊本県支部

支部長名
海野 英爾
西來 武治
佐々木 俊博
八木 勇達
青山 祐玄
日野 幹丸
藤原 有仁
坂口 祐紹
上野 道善
望月　演（支部長代理）
山西　寛
福永 恵順
田口 敬規
山﨑 一夫
堤　清貢
廣橋 岳登
菅　義成
酒井 勝彦
衣笠 告也
佐々木 文麿
神鳥　誠
藤谷 光信
鎌田 紀夫
嶋　潔
細川 浄忍
岡崎　豊
大在 淳空
岡野 龍信
黒田 宏信

連絡先
石井 伸和
西來 武治
佐々木 俊博
横井 昭
篁　暢
松浦 顕雄
馬場 正大
辻　信昭
山本　潤
東　和生
宮井　功
木村　優
田口 敬規
山藤 宗城
堤　清貢
井藤 圭湍
菅　祐範
篠倉 庸良
西村 耕一
林　俊輔
坂山 顕之
羽嶋 豪太郎
三野 正博
松本 正見
来見 明信
壬生 邦昭
高尾 正音
岡野 龍信
高千穂 哲也

事務局長
支部長
支部長
事務局長
事務局長
副支部長
事務局長
事務局長
事務局
事務局長
事務局長
事務局長
支部長
事務局長
支部長
事務局長
理事
事務局長
事務局長
事務局長
理事
事務局長
事務局長
事務局長
事務局長
事務局長
事務局長
支部長
事務局長

自宅
神奈川県支部　事務オフィス
横井定（株）
富山別院
石川県立鹿西高等学校
学校法人北陸学園
岐阜別院内
薬師寺内
自宅
自宅

枚方市議会議員

自宅
自宅
（株）ささめ針

岡山県立岡山芳泉高等学校
広島別院内
自宅

西法寺
自宅

自宅
本龍寺
仏厳寺

69・文
53・文
74・文
81・済
63・文
62・文
70・文
84・文
62・文
62・文
71・済
52・文
98・文
72・法
72・営
58・文
58・文
66・文
75・文
62・文
72・文
60・文
55・文
77・営
54・文
80・法
58・文
81・文
71・文

78・文
53・文
74・文
76・営
98・院了
83・文
86・文
94・短
08・文
74・文
80・済
91・文
98・文
69・済
72・営
68・文
96・文
76・営
97・社
82・文
96・短
73・法
91・法
97・文
72・文
80・法
88・文
81・文
87・文

090-8425-1414
03-5386-8651
044-522-3252
052-852-3211
090-3943-7366
090-3766-5883
0776-23-0321
058-262-0231
0742-33-6001
059-229-6354
0737-62-2667
090-9544-0179
080-3768-7056
090-8754-8289
080-2404-1536
078-911-3755
079-236-2369
090-1582-2576
090-4802-7887
086-264-2801
082-231-0302
0834-62-5012
090-6881-8838
089-931-5773
088-625-3690
090-9459-5637
0973-24-8065
0996-56-0337
096-322-7715

校友会事務局

校友会事務局
075-645-2015

075-645-2015

日時 
  4 月 13日（金）
  4 月 13日（金）
  4 月 21日（土）
  4 月 28日（土）
  4 月　
  5 月 11日（金）
  5 月 12日（土）
  5 月 20日（日）
  5 月 21日（月）
  5 月 25日（金）
  5 月 26日（土）
  5 月 26日（土）
  5 月 26日（土）
  5 月 27日（日）
  5 月
  5 月
  6 月　3日（日）
  6 月　9日（土）
  6 月　9日（土）
  6 月 11日（月）
  6 月 12日（火）
  6 月 14日（木）
  6 月 16日（土）
  6 月 23日（土）
  6 月
  7 月　7日（土） 
  7 月　7日（土） 
  7 月 28日（土）
  ７月中旬 
  ７月中旬 
  8 月　4日（土）
  8 月 11日（土）
  8 月 9日～14日
  8 月 24日（金）
  8 月
  9 月　1日（土）
  9 月　1日（土）
  9 月 15日（土）
  9 月 17日（月・祝）
  9 月 19日（水）
  9 月
10月　7日（日）
10月 13日（土）
10月 15日（月）
10月 19日（金）
10月 27日（土）
10月 27日（土）
10月 27日（土）
10月
11月　3日（土）
11月　4日（日）
11月　4日（日）
11月 23日（金・祝）
11月
11月
12月
  1 月 20日（日）
  1 月
  2 月 24日（日）
  2 月
  2 月
  3 月 14日（木）
  3 月 15日（金）

区分
大学・校友会本部
大阪・北大阪支部
尼崎市役所支部（龍翔会）
大阪・北大阪支部
北海道支部
ハワイ支部
和歌山・海南有田支部
大阪・北大阪支部
校友会本部
兵庫県・丹篠支部
奈良県支部
東京支部
大阪・中央支部
三重県支部
寝屋川市役所支部（紫友会）
北海道支部
愛知県支部
神奈川県支部・ハワイ支部
岐阜県支部
ハワイ支部
ハワイ支部・神奈川県支部
教誨師・篤志面接委員支部（桐友会）
大阪・北大阪支部
神奈川県支部
香川県支部
職業会計人グループ（RAS）
経営学部同窓会
岐阜県支部
和歌山・海南有田支部
山口県支部
大阪・北大阪支部
南カリフォルニア支部
法学部同窓会
愛知県支部
大阪・中央支部
大阪・北大阪支部
愛媛県支部
法学部同窓会
兵庫県・姫路支部
校友会本部
福井県支部
大阪・北大阪支部
大阪・北大阪支部
南カリフォルニア支部
大阪・北大阪支部
社会学部同窓会
国際文化学部同窓会
大学
大阪・中央支部
校友会本部
大学
校友会本部
神奈川県支部
大阪・北大阪支部
寝屋川市役所支部（紫友会）
北カリフォルニア支部
大阪・北大阪支部
東京支部
社会学部同窓会
教誨師・篤志面接委員支部（桐友会）
教誨師・篤志面接委員支部（桐友会）
各学部同窓会
各学部同窓会

イベント内容
新入生ふるさとタイム
第3回北大阪支部ゴルフコンペ
龍谷大学関連施設視察ツアー
ドイツワイン試飲会
公開講演会
パシフィク　ブディスト　アカデミー卒業式
総会・懇親会
降誕会（本願寺参拝・龍谷ミュージアム見学・祝賀能）
校友会賞授与式
総会
総会・講演会・東大寺ミュージアム見学
総会
総会
総会
総会
総会
総会・講演会・懇親会
～13日：ハワイ支部交流訪問・情報交換会
～10日：古都奈良文化財巡り
龍谷大学校友会員親睦ゴルフ大会
総会・ハワイ支部10周年祝賀会・神奈川県支部交歓会
総会・研修会・意見報交換会
奈良古都巡り
総会・講演会・懇親会
総会
龍谷大学校友会・無料税務相談室
経営学部在学生奨学助成金制度面接・選考会
総会・講演会
出前講座
総会
～5日：高槻祭出店
屋外ブランチ親睦会
第27回ドイツ・ロマンチック街道ツアー
納涼会
第3回　キッズサンガ子ども工作教室
納涼祭
総会・懇親会
法学部合同同窓会設立40周年記念式典
総会・講演会・懇親会　ゲスト（やなせなな）
9月度卒業生・修了生入会歓迎祝賀会
総会・懇親会
総会
落語会（林家染二独演会）
物故者追悼法要・親睦会
第4回　北大阪支部コンペ
社会学部　卒業15周年のつどい（1998年度卒者対象）
総会・「卒業生・恩師の集い」（予定）
ホームカミング・デー
第2回　本町音楽祭 IN北御堂
第28回全国支部長会
ホームカミング・デー
校友会　総会・龍谷賞授賞式
望年会（ボーリング大会・懇親会）
5大学（龍大・関大・関学・同志社・立命）対抗親睦ゴルフコンペ
京都散策
総会・懇親会・龍大語学留学生との交流会
新年会
新入会員歓迎＆年賀会
社会学部同窓会設立20周年記念式典
17日または21日　研修会
18日または22日　施設参観
新入会員歓迎パーティー（文・短・済・営・法）
新入会員歓迎パーティー（理工・社・国）

場所
深草キャンパス
茨木国際カントリー
龍谷大学キャンパス・龍谷ミュージアム他
茨木市ヘレンベルガー・ホーフ（株）
未定
Japanese Cultural Center of Hawaii
かどや食堂
西本願寺
深草　顕真館
丹波市柏原町「喜作」
東大寺・東大寺ミュージアム
築地本願寺
大阪　北御堂津村別院津村ホール
三重県名張商工会議所「アスピア」
未定
未定
名古屋市　ウィンク愛知
ハワイ：ホノルル
奈良：薬師寺・唐招提寺
ハワイ：パールリッジ カントリークラブ
ハワイ：ホノルル　アラモアナホテル（予定）
奈良　浄教寺・ホテル藤田
奈良
横浜ワークピア（予定）
高松市内（未定）
深草キャンパス
深草キャンパス
ホテル　グランヴェール岐山
和歌山県立耐久高校
周南市
高槻市
FRIENDLY HILL COUNTRY CLUB
ミュンヘン・オーストリア方面
名古屋市アサヒスーパードライ名古屋
大阪　北御堂津村別院津村ホール
茨木：ミュンヘン
光月亭
宝塚大劇場・宝塚ホテル
姫路市　キャッスルホテル
深草キャンパス
未定
茨木市役所　スカイホール
大阪　御堂会館
ORANGE仏教会
新大阪カントリー
瀬田キャンパス　
瀬田キャンパス
瀬田キャンパス　
大阪本町北御堂津村別院津村ホール
京都ロイヤルホテル＆スパ
深草キャンパス
深草キャンパス　顕真館
未定（後日HPにて告知）
関西カントリークラブ
京都
バークレー浄土真宗センター
総持寺：がんこずし
ＮＨＫ青山荘
京都市内（予定）
三重県刑務所・宮川医療少年院
三重県刑務所・宮川医療少年院
各学部により異なります
各学部により異なります

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2012年度龍谷大学校友会行事〈予定〉 大学・各学部同窓会主催行事も含む　
詳細は随時、校友会ホームページでご案内しています。

2012龍谷大学校友会　地域支部一覧

法学部同窓会40周年
特別企画　第2弾

ドイツ・ロマンチック
街道とミュンヘン
6日間の旅

2012年８月９日（木）
～８月１４日（火）
関空発着：６日間。
お一人 185,000円（予定）
（燃料チャージ･空港税別）
ホテル＝スーペリアクラス
１２日夜は同窓会主催晩餐
会予定。
必ずHPで詳細を確認下さ
い。（4月中旬アップ予定）
申込み・問合せ=JTB西日本
京都法人部（担当・村川）
Tel.＝075（365）7723
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来
年
で
創
業
50
周
年
を
迎

え
る
「
味
処
船
場
」。
三
代

目
の
藤
井
真
介
さ
ん
（
01
年

法
卒
＝
上
田
勝
美
ゼ
ミ
）
が

店
長
と
し
て
腕
を
ふ
る
う
。

震
災
被
害
の
中
で

　
こ
の
た
び
の
大
震
災
で
福

島
県
の
太
平
洋
沿
岸
の
地
域

は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
相
馬
市
、
南
相
馬
市
、

飯
舘
村
、
双
葉
郡
の
双
葉

町
、
浪
江
町
、
大
熊
町
、
富

岡
町
で
構
成
さ
れ
る
「
相
馬

組
」
と
い
う
本
願
寺
派
（
西

本
願
寺
）
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
相
馬
組

に
は
10
ヶ
寺
あ
り
、
被
害
が

少
な
か
っ
た
の
は
３
ヶ
寺
の

み
で
し
た
。
と
く
に
海
岸
沿

い
の
原
釜
、
松
川
浦
、
岩
ノ

子
、
磯
部
地
区
一
帯
の
津
波

被
害
は
夥
し
く
、
町
は
ま
こ

と
に
無
残
な
姿
に
化
し
ま
し

た
。

　
津
波
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
浪
江
町
の
正
西
寺
（
真

宗
大
谷
派
）
で
住
職
を
つ
と

め
る
私
の
次
男
（
小
丸
真
司

さ
ん
）
は
、
家
族
と
共
に
放

射
能
汚
染
で
着
の
身
着
の
ま

ま
避
難
所
に
移
り
ま
し
た
。

三
男
（
細
川
雅
美
さ
ん
＝
81

年
文
卒
＝
旧
姓
・
松
山
）
が

住
職
の
宮
城
県
石
巻
市
門
脇

町
の
称
法
寺
で
は
、
周
辺
の

家
屋
が
こ
と
ご
と
く
流
さ

れ
、
本
堂
な
ど
の
屋
根
と
枠

組
み
だ
け
が
、
か
ろ
う
じ
て

瓦
礫
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
建
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

三
男
は
地
元
に
一
人
残
り
、

復
興
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、
い
ち
早
く

西
本
願
寺
や
龍
谷
大
学
の
Ｏ

Ｂ
が
動
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。
地
震
発
生
直
後
に
西
本

願
寺
で
は
緊
急
災
害
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
３
月
17
日

に
は
本
願
寺
の
仙
台
別
院
に

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
始

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石

巻
市
の
三
男
の
家
族
を
車
で

安
全
な
地
に
移
送
し
て
下
さ

っ
た
の
も
、
同
セ
ン
タ
ー
の

方
々
で
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
８
日
に
は
本

願
寺
派
宗
務
総
長
で
龍
谷
大

学
理
事
長
の
橘
正
信
さ
ん

（
70
年
文
院
卒
）
が
、
７
月

９
日
は
相
馬
組
の
大
震
災
総

追
悼
法
要
で
は
、
大
谷
光
真

ご
門
主
が
お
越
し
に
な
り
、

励
ま
し
の
ご
法
話
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

　
今
、相
馬
組
の
組
長
を
し
て

い
る
長
男（
松
山
善
之
さ
ん
）

は
、津
波
と
原
発
事
故
に
よ

り
、住
職
や
ご
門
徒
さ
ん
が
散

り
じ
り
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、相

馬
組
は
こ
れ
か
ら
も
存
続
で

き
る
だ
ろ
う
か
と
、心
を
痛
め

て
い
ま
す
。

北
陸
門
徒
が
相
馬
へ

　
と
こ
ろ
で
相
馬
は
、東
北
で

は
珍
し
く
浄
土
真
宗
の
お
寺

が
多
い
地
域
で
す
。そ
の
理

由
は
天
明
年
間（
１
７
８
１
〜

88
）に
関
東
や
東
北
を
襲
っ
た

近
世
最
大
の
飢
饉
で
し
た
。

冷
害
に
よ
っ
て
10
万
人
を
こ

え
る
餓
死
者
が
出
た
と
言
わ

れ
、人
口
激
減
の
相
馬
藩
は

移
民
政
策
を
と
り
、北
陸
か

ら
真
宗
門
徒
や
僧
侶
を
呼
び

寄
せ
ま
す
。真
宗
門
徒
は
結

束
力
が
強
く
、決
し
て
新
生

児
を
間
引
き
し
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
文
化
10
年（
１
８
１
３
）か

ら
約
30
年
間
で
９
千
人
も
の

北
陸
門
徒
が
、相
馬
藩
に
移

住
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。で

す
か
ら
現
在
の
相
馬
・
南
相

馬
・
双
葉
の
ご
門
徒
さ
ん
は
、

私
た
ち
の
先
祖
は
今
か
ら
200

年
前
に
北
陸
か
ら
や
って
き
た

と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、私

た
ち
に
は
、お
念
仏
を
よ
ろ
こ

ぶ
北
陸
門
徒
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ

る
の
だ
と
い
う
思
い
が
強
く

あ
り
ま
す
。母
校
で
言
え
ば
、

建
学
の
精
神
と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ

　
店
に
入
る
と
テ
ー
ブ
ル
席

と
カ
ウ
ン
タ
ー
席
が
並
び
、

奥
に
座
敷
と
い
う
配
置
で
40

人
が
坐
る
こ
と
が
で
き
る
。

和
食
を
ベ
ー
ス
に
し
た
多
彩

な
メ
ニ
ュ
ー
が
際
立
つ
。
昼

は
日
替
わ
り
定
食
、
焼
き
魚

定
食
、
ト
ン
カ
ツ
定
食
（
各

650
円
）
や
船
場
弁
当
（
600
円
）

な
ど
８
、９
種
。

　
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
は
①
お
造

り
②
揚
げ
も
の
③
焼
き
も
の

④
鍋
も
の
が
中
心
で
、
カ
ン

パ
チ
造
り
（
600
円
）、
レ
ン

コ
ン
天
ぷ
ら
（
400
円
）、
さ

わ
ら
塩
や
き
（
600
円
）、
湯

豆
腐
（
600
円
）、
寄
せ
鍋

（
900
円
）。「
鍋
も
の
コ
ー
ス
」

は
事
前
予
約
が
必
要
で
、
船

場
名
物
の
鯨
の
ハ
リ
ハ
リ

鍋
（
４
千
円
）、
活
て
っ
ち

り
や
ク
エ
鍋
コ
ー
ス
（
６
千

円
）、
お
ま
か
せ
宴
会
コ
ー

ス
（
２
千
５
百
円
か
ら
）、

寄
せ
鍋
や
海
鮮
ち
ゃ
ん
こ
鍋

コ
ー
ス
（
４
千
円
）
な
ど
で
、

プ
ラ
ス
千
５
百
円
で
飲
み
放

題
。

　
ま
た
、
旬
の
食
材
を
使
っ

た
「
本
日
の
オ
ス
ス
メ
」
も

人
気
が
あ
る
。
カ
キ
フ
ラ
イ

（
600
円
）、
地
ど
り
黒
こ
し
ょ

う
焼
き
（
600
円
）、
ふ
ぐ
湯

引
き
（
500
円
）
な
ど
数
種
。

そ
の
他
、
馬
刺
し
（
800
円
）、

牛
ス
ジ
肉
の
ど
て
焼
き
（
600

円
）、
じ
ゃ
こ
天
（
300
円
）、

冬
場
の
お
で
ん
は
（
各
100

円
）、
や
き
そ
ば
・
と
ん
ぺ

い
焼
き
（
500
円
）
な
ど
も
美

味
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
近
く

に
北
御
堂
や
南
御
堂
も
あ

り
、
交
通
の
便
が
い
い
。
ゼ

ミ
や
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
な
ど

に
う
っ
て
つ
け
の
お
店
だ
。

仏
教
に
学
ぶ

龍大卒業生に息づく
建学の精神のDNA

浄土真宗本願寺派
光善寺住職

松山 善昭

松
山
善
昭（
ま
つ
や
ま・
ぜ
ん
し
ょ
う
）＝
27
年

（
昭
和
２
）生
ま
れ
。48
年（
昭
和
23
）文
学
部
真

宗
学
科
卒
業
。指
導
教
授
は
実
父
の
吉
田
哲
哉

さ
ん
と
同
期
の
桐
溪
順
忍
教
授（
21
年
本
科
卒
）。

卒
業
後
宮
城
県
立
第
二
工
業
高
校
や
仙
台
女
子

高
校
の
定
時
制
教
員
を
つ
と
め
な
が
ら
、東
北
大

学
大
学
院
の
東
北
文
化
研
究
室
で
約
10
年
間
、

東
北
地
方
へ
の
真
宗
の
伝
播
を
研
究
。本
願
寺
派

東
北
教
区
教
務
所
長
、仙
台
別
院
輪
番
を
歴
任

し
、教
誨
師
歴
は
56
年
に
及
ぶ
。

多
彩
な
和
食
メ
ニ
ュ
ー

な
に
わ
」
の
味
を
満
喫

「
船
場
鍋
」
は
要
予
約

　
昨
年
の
11
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
、
大
震
災
で
被
害
を

う
け
た
現
地
に
取
材
に
行
き

ま
し
た
。
東
北
の
地
で
多
く

の
龍
大
関
係
者
の
皆
様
が
、

復
興
に
向
け
て
献
身
的
な
支

援
活
動
を
さ
れ
て
い
る
事
実

を
目
の
あ
た
り
に
し
、
龍
谷

大
学
の
建
学
の
精
神
「
共と

も

生い
き

」
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
す
る
と
共

に
、
龍
谷
大
学
の
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
一
端

を
、
本
号
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
、
新
卒

校
友
会
員
（
同
窓
会
員
）
の

皆
様
に
、
校
友
会
の
活
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
卒
業

後
も
龍
谷
大
学
や
校
友
会
へ

の
帰
属
意
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
「
校
友
会
報
３

月
号
」
と
「
校
友
会
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
、
卒
業
式
当
日

に
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
新
卒
者
へ
の

「
校
友
会
報
」
送
付
は
、
10

月
号
か
ら
で
、
校
友
会
の
案

内
も
一
枚
の
見
開
き
型
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
し
た
。
こ
の
点

も
25
ペ
ー
ジ
の
冊
子
型
「
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
し
て
、
よ

り
一
層
、
校
友
会
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

刷
新
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
で
16
万
人
（
３
月

末
）
を
こ
え
る
多
く
の
先
輩

た
ち
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

新
入
会
員
の
皆
様
に
は
、
ど

う
ぞ
安
心
し
て
校
友
会
、
各

学
部
同
窓
会
、
校
友
会
支
部

を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
、お

願
い
い
た
し
ま
す
。

で
す
。「
龍
谷
大
学
の
人
た
ち

は
、本
当
に
つ
な
が
り
が
強
い

ね
」と
、長
男
が
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。長
男
は
東
京
の
あ

る
大
学
を
出
て
い
ま
す
。

　
龍
谷
大
学
の
学
生
さ
ん
た

ち
も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
で
京

都
か
ら
駆
け
つ
け
、三
男
が
い

る
石
巻
の
称
法
寺
周
辺
の
瓦

礫
撤
去
な
ど
の
支
援
活
動
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。昨
年
の

12
月
初
旬
で
、す
で
に
５
回
も

バ
ス
で
学
生
さ
ん
た
ち
が
き
て

下
さ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
、「
共
生
」こ
そ

　
今
回
の
大
震
災
を
評
し
て

あ
る
著
名
な
方
が「
災
害
に

あ
っ
た
の
は
天
罰
」と
言
って
ひ

ん
し
ゅ
く
を
か
い
ま
し
た
。こ

の
世
で
の一切
の
事
柄
は
、網
の

目
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ

れ
た
因（
原
因
）と
縁（
条
件
）

に
よ
っ
て
起
き
る
と
、仏
教
は

説
き
ま
す
。こ
の
世
は
流
転

無
常
の
世
界
で
す
。あ
ら
ゆ
る

物
事
は
人
間
の
思
い
通
り
に

は
い
か
な
い
と
捉
え
る
の
が
、

仏
教
の
基
本
で
す
。

　
「
倶ぐ

え会
一い

っ
し
ょ処
」
と
い
う
言

葉
が
、
「
阿
弥
陀
経
」
に
出

て
ま
い
り
ま
す
。
倶と

も

に
ひ
と

処
に
会
う
と
い
う
意
味
で

す
。
「
ひ
と
処
」
と
は
仏
国

土
で
す
。
息
子
た
ち
は
今
、

お
寺
こ
そ
が
「
地
域
の
灯

台
」
と
な
っ
て
、
散
り
散
り

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
人
々

編
集
後
記

が
、
以
前
の
よ
う
に
共
に
集

い
あ
え
る
場
所
に
し
た
い
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
龍
谷
大
学
で
は
建

学
の
精
神
を
「
共と

も
い
き生
」
と
い

う
言
葉
で
表
し
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
遠
い
東
北
の
地

で
、
多
く
の
龍
大
関
係
者
の

皆
さ
ん
が
、
必
死
に
な
っ
て

被
災
地
を
支
援
し
て
下
さ
っ

て
い
る
。 

「
共と

も
い
き生

」
で
す

ね
。
私
は
今
回
の
大
震
災
の

被
災
地
に
住
む
一
人
の
校
友

と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
龍
谷
大

学
の
建
学
の
精
神
を
頼
も
し

く
思
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
北
陸
の
念
仏
者

を
ル
ー
ツ
と
す
る
相
馬
の
ご

門
徒
さ
ん
が
た
と
同
じ
よ
う

に
、
私
た
ち
卒
業
生
も
龍
谷

大
学
の
「
建
学
の
精
神
」
と

い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
、
等
し
く
共

有
し
て
い
る
の
だ
と
、
こ
の

た
び
の
震
災
を
通
し
て
再
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

昨年7月、相馬での大震災層追悼法要（写真提供=本願寺出版社）

瓦礫の撤去と共に先祖のお墓がいち早く修復された（南相馬市）

藤井真介さん

「味処・船場」
大阪市中央区久太
郎町4-2-5 中甚ビ
ル1Ｆ
☎ 06-6251-0800
営業時間＝昼は11
時半～ 14 時。夜
は 17 時 ～ 22 時。
休日は日・祝日と毎
月８日。土曜日は夕
方のみ要予約。大
阪市営地下鉄御堂
筋線本町駅 15 番
出口か四ツ橋線本
町駅 21 番出口す
ぐ。40 人収容可。
鍋ものは要予約。

活躍する卒業生情報を
校友会へお知らせ下さい
校友会では文化、芸術、芸能、学術な
どの分野でご活躍の校友、さらに企
業や団体のトップ、地域行政の首長
や議員、校友がオーナーのお店の情
報を集めています。ご存知の校友
は、下記まで。

龍谷大学校友会事務局
〒617-8577京都市伏見区深草塚本町67
校友会メールアドレス : 
koyu@ad.ryukoku.ac.jp
校友会のHP
http://www.ryukoku.ac.jp/alumni/index.php

 よりお入り下さい。
☎075(645)2015   FAX:075(645)2017

上
＝
カ
ン
パ
チ
造
り

中
＝
レ
ン
コ
ン
天
ぷ
ら

下
＝
サ
バ
き
ず
し


